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■平成25年度の目標に対する自己点検・評価

Ⅰ．学長の定める重点目標

　Ⅰ－１．教員養成大学教員としての授業実践

　１．目標・計画　１．目標・計画　１．目標・計画　１．目標・計画

　２．点検・評価　２．点検・評価　２．点検・評価　２．点検・評価

自己評価報告書（最終報告）自己評価報告書（最終報告）自己評価報告書（最終報告）自己評価報告書（最終報告）

言語系コース（国語）／原　卓
志

　中央教育審議会は、「教職生活の全体を通じた教員の資質能力の総合的な向上方策について」答申したが
（平成24年8月28日）、その中で「教員を高度専門職業人として明確に位置付ける」と提言している。この答申の
考え方を実現するため、教員養成大学に籍を置く教員として、将来、教師を目指す学生に対してどのような授業
実践を展開すればよいか。あなたの取り組みを、①授業内容、②授業方法、③成績評価の三つの観点から示し
てほしい。

○授業内容：国語学の学問分野と学習指導要領とを対照し、国語科担当教員として必要な国語学上の知識と研究方法が
身につくような題材を精選する。特に、学習者の言語生活の中から、教材を発見でき　　　　　　　る力を育てる。
○授業方法：国語学的な問題点を発見し、解明することができる力。自分の考えを説明したり、話し合いを通して、よりよい
結果を導くことができる力の育成を目指して、研究発表・模擬授業と討議を組み合わ　　　　　　　せた授業形式を中心とす
る。なお、研究発表・模擬授業のレベルを向上させるために、発表者に対して事前指導を行う。
○成績評価：授業記録ノートの作成を課し、毎時間の授業内容・学期を通しての発見や新たな提案を記録させ、受講生自
身に自己評価させる。

１．目標・計画
①授業内容：語学・文学総合演習Ⅰ（３年生対象）の授業において、受講生に模擬授業を課した。模擬授業を構想するに当
たって、授業内容が学習者の言語生活に結びつくことをねらい、言語生活の中から教材を見いだすことを課題とした。国語
学特論Ⅰ（２年生対象）の授業では、日常普通に使う言葉の使い分け・意味を分析し、分かりやすく発表することを課題とし
た。
②授業方法：２年・３年生対象の授業ともに、受講生による研究発表・模擬授業と、それに関する討議を中心に展開した。そ
れぞれの授業においては、発表者に事前指導を行い、そのレベルの向上を図った。
③成績評価：３年生対象の授業において、授業記録ノートの作成を課し、毎時間授業を通して考えたこと・発見したことなど
を記録させ、自己評価させた。



Ⅱ．分野別

　Ⅱ－１．教育・学生生活支援
　１．目標・計画　１．目標・計画　１．目標・計画　１．目標・計画

　２．点検・評価　２．点検・評価　２．点検・評価　２．点検・評価

　Ⅱ－２．研究
　１．目標・計画　１．目標・計画　１．目標・計画　１．目標・計画

　２．点検・評価　２．点検・評価　２．点検・評価　２．点検・評価

○正規の授業時間の外に、教員採用試験に向けて、以下のような支援を行う。
　　１．自己PRに関する個人指導。２．専門試験（古典分野）に関する指導。３．模擬授業・模擬集団面接の指導。４．論作文
指導。
○学生・院生との円滑なコミュニケーションを図る。

○教員採用試験に向けての支援として、次のような活動を行った。
　１．就職委員会委員として、就職支援室主催のガイダンス・模擬試験の面接官として協力した。
　２．授業時間外に、自己PRなどの添削指導、模擬授業・模擬面接の指導などを行った。
　３．専門試験対策として、古典文学の輪読会を行った。
○授業やその他の場面で、常に声かけを行い、円滑なコミュニケーションを図るよう努めた。

○科学研究費基盤研究（C）「国語史資料・学習史資料開発のための近世地方寺院伝存文献の調査研究」（５年計画の４年
目）の研究を推進する。特に、『国伝山地藏寺所臧文献目録〔下冊〕』及び『同索引』を刊行し、新たに、弘誓寺などの調査に
着手する。
○醍醐寺所蔵宋版一切経目録の刊行のために、追調査を５月末～６月初におこない、最終原稿をまとめる。本年度中に、
出版社（汲古書院）に入稿することを目指す。

○科学研究費基盤研究（C）「国語史資料・学習史資料開発のための近世地方寺院伝存文献の調査研究」の一環として、弘
誓寺伝存の文献について調査を終了した。さらに、莊嚴院地蔵寺伝存文献の調査にも着手し、現在進行中である。また、
『国伝山地蔵寺所蔵文献目録〔下冊〕』を刊行し、昨年度刊行した『国伝山地蔵寺所蔵文献目録〔上冊〕』とともに、鳴門教育
大学リポジトリに公開した。
当初予定していた『国伝山地蔵寺所蔵文献目録索引』については、作成中であるが、刊行にまで行き着かなかった。
○醍醐寺所蔵宋版一切経（重要文化財）目録刊行のための原本調査を、６月・８月の二回にわたり実施した。最終的な目録
原稿整備を進め、当該目録附載の「刻工名索引（仮）」「捨銭刊記一覧并喜捨人索引（仮）」の１次稿を作成した。
○本学研究紀要に『【翻刻】臨江山地蔵寺蔵「孟子聞録」』を投稿した。また、「品詞別学校文法講座」（明治書院）第四卷第
五章の執筆を担当し、８月に入稿した。



　Ⅱ－３．大学運営
　１．目標・計画　１．目標・計画　１．目標・計画　１．目標・計画

　２．点検・評価　２．点検・評価　２．点検・評価　２．点検・評価

　Ⅱ－４．附属学校・社会との連携，国際交流等
　１．目標・計画　１．目標・計画　１．目標・計画　１．目標・計画

　２．点検・評価　２．点検・評価　２．点検・評価　２．点検・評価

○就職委員会委員としての職務を全うする。
○その他、大学運営に関して、協力を惜しまない。

○就職委員会委員（副委員長）として、会議や諸行事について積極的に協力した。また、滋賀県・京都府・京都市・岡山県・
広島県・兵庫県・神戸市の各教育委員会を訪問し、教員採用試験に関する情報収集をを行った。

○学部・附属国語科連絡協議会に参加し、附属学校園教員との連携を図る。
○教育委員会などの協力要請に関して、積極的に応じる。

○学部附属国語科連絡協議会に参加し、附属学校教員との連携を図った。
○平成２５年度徳島県中学校国語教育研究大会（１０月２５日：徳島県中学校国語教育研究会主催）の分科会研究協議に
おいて指導助言を行った。また、その事前協議会にも参加し、助言を行った。
○2014年１月15日、香川県立高松桜井高等学校からの要請をうけて、高等学校２年生（242名）を対象とした講演（テーマ：
ことばで人を動かす―音声表現と文字表現―）を行った。
○第60回小学校教育研究会（2014年2月８日）で、協同研究者をつとめた。
○徳島県NIE推進協議会会長として、７月に開催された全国大会（於静岡市）に参加した。また、NIEセミナー等にも参加し
た。



　Ⅲ．本学への総合的貢献（特記事項）

○就職委員会委員（副委員長）として、学生・院生の教員就職に関して積極的に活動したこと。
○平成２５年度徳島県中学校国語教育研究大会、第60回小学校教育研究会（2014年2月８日）における指導助言、共同研
究者の他、香川県立高松桜井高等学校に出向いて授業したほか、徳島県NIE推進協議会会長として活動したこと。


